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1. はじめに 

1.1 研究の背景 

 近年の登山ブームにともない，山岳遭難

が多発している．警察庁（2013）によると，

2012 年の山岳遭難発生件数は 1998 件，遭

難者数は 2465 人とともに過去 10 年間で

1.5 倍近く増えている．これは，気軽に登山

を楽しめるようになった一方で，十分な登

山計画や装備を準備しない登山者が増えた

ことが原因と言われている．警察や山岳会

は，コンパスや登山地図，ストックといっ

た装備の徹底や，行程計画を記した登山計

画書の提出などを呼び掛けているが，十分

な成果は表れていない． 

 そのため，登山事故対策を目的とした研

究がこれまで行われてきた．山本ら（2011）

では登山ルートごとの山岳遭難事故の特性

が分析されている．富士山では 7,8 合目に

事故が多いことや須走および御殿場ルート

で道迷い事故が多いことが明らかになって

いる．また，青山ら（2004）や村越（2010）

では事故者や事故前後の詳細な情報から構

成されたデータベースを構築することで山

岳遭難者の特徴について言及されている．

50～60 歳代の女性層が男性層に比べて目

立つこと、登山経験が浅いことなどといっ

た特徴が見つかっている.  

事故者ではなく，一般の登山者を対象と

した研究としては中村（2006）がある．こ

こでは登山者の属性とルート選択の関係性

を調べている．白馬岳では登山歴が少ない

人ほど人気のルートに集中することが分か

っている． 

 

1.2 研究の目的 

 本研究は，登山者の行動及びそのときの

環境を分析することにより，登山者や登山

ルートの特性を把握し，登山者が安全な登

山計画を立てるための知見を得ることを目

的とする． 

山本（2010）では，道迷いや事故が起こり

やすい地点の情報の不足が，登山者の不安

を引き起こしていることが指摘されている．

その不安をやわらげ，安全な登山に役立つ

情報を提供してくれるものが登山地図であ

り，登山地図から立てられる登山計画であ

る． 

 一般的に登山者は，登山地図に載ってい

る参考タイムをもとに登山計画を立てる．

しかし登山のコースタイムは，メンバーの

構成や体力，天候といった様々な条件によ

り相当な差異が生じると考えられる．そこ

で，それらの条件が登山のコースタイムに

どれだけ影響を及ぼしているかを調べ，

個々の登山者にとって無理のないコースタ

イムの登山計画を立てるための手助けとな



る知見を得る．  

 

 

2. 手法 

 山本（2010）をはじめとする既存研究で

は，登山者へのアンケートや事故発生後の

調査・ヒアリングなどをベースとしている.

これらは、体力を激しく消耗する登山中の

出来事を後日回答していることから、必ず

しも詳細で正確な登山者行動を把握できて

いないことが課題になっている．そこで本

研究では，登山時の情報をリアルタイムで

記録できる GPS ログを用いて登山者の行

動を分析する． 

 GPS ログは登山者用 SNS サイト「ヤマ

レコ」にアップロードされているものを用

いた．これは登山の記録をサイト上で共有

することで，登山者が登山計画を立てる際

の参考にし，他の登山者と交流することが

できるものである（図–1）．このサイトから、

登山をしたユーザーの年齢、性別、同行し

た人数、登山中の GPS ログ，天候といった

データが得られる。 

今回は，長野県と岐阜県の県境にある白

馬三山（白馬岳，杓子岳，鑓ヶ岳）周辺の

登山道を対象地域とし，2010～2013 年の夏

シーズンの 58 組の登山者組（ロガー保持者

は 28～69 歳，年齢不明を含む，男性 47 名，

女性2名）のGPSログを分析対象とする（図

–2，3，4）． 

まず，各登山者組の GPS ログを ArcGIS

で読み込み，地図に記載されているポイン

ト間のコースタイムを算出する．そしてサ

イトに記載されていた年齢，登山組の人数

や行程日数，天気を説明変数として重回帰

分析を行う． 

 
図–1 「ヤマレコ」登山記録 

 

 

 

図–2 GPS ロガー保持者の年齢構成 

 

 
図–3 登山組の人数構成 

 

3. 分析結果・考察 

 分析結果は以下ようになった（表–1）．各

説明変数の影響度を表す標準偏回帰係数に

注目すると、④白馬岳頂上山荘⇒杓子岳山

頂や⑧白馬鑓温泉⇒小日向のコルでは、登

山行程にかかる日数（day） の影響が大き

かった。この区間の起点は山荘やテント場



といった宿泊するための場になっている。

そのため、1 泊以上の行程の登山者の多く

は体の温まっていない早朝に進むことにな

り、コースタイムが長くなる要因となった

と推測される。 

急斜面を下る⑦鑓温泉分岐⇒白馬鑓温泉

の区間では年齢（age）、行程日数（day）の

影響が大きかった。これは、若者や装備の

軽い日帰り登山者の方が身軽に斜面を下っ

ていることを示していると考えられる。 

 

 

4. 今後の課題 

 天気のダミー変数や，登山経験を示す変

数である山行日数は，被説明変数としてあ

まり有効でなかった．天気のダミー変数は

「ヤマレコ」のユーザーの主観に基づいた，

登山行程を通してのおおまかな天気をもと

にしている．そのため，各区間を通行して

いる際の天気データを，雨雲レーダーなど

から収集すれば新しい知見を得られる可能

性がある．また，今回用いた山行日数は，

「ヤマレコ」に投稿された登山の記録を集

計しているものなので，ユーザーが「ヤマ

レコ」に投稿しない記録が多くあった場合

は実際の山行日数よりも値が小さくなって

しまう． 

 また，今回は白馬三山周辺を対象地域と

したが，他の地域でも同じような分析をす

ることで新たな知見を得られる可能性もあ

る． 
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図–4 白馬三山周辺の地図と GPS ログ 
赤丸は登山地図に掲載されている休憩ポイント、小さな点は GPS で記録されたログを表す。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表–1 重回帰分析結果 
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